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令和８年第1回定例会（3⽉） ⼀般質問

令和8年3⽉10⽇

○議⻑（沓掛義範） ５番、佐藤昭⽣議員。

１、ＩＣＴ・ＡＩを活⽤したＤＸによる⾏財政改⾰についての質問を許します。

佐藤昭生議員。

〔５番 佐藤昭生質問者席登壇〕

◆５番（佐藤昭生） 通告に従いまして、３項目について順次質問いたします。一般質問、

結びの一番です。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、１項⽬めとして、ＩＣＴ・ＡＩを活⽤したＤＸによる⾏財政改⾰について伺

います。

市⻑の年頭挨拶では、本市を取り巻く環境は厳しさを増しています。⼀⽅で、豊後⼤野

市みらい戦略プランを策定することにより、ＩＣＴ・ＡＩを活⽤したＤＸによる⾏財政改

⾰を推進していきますとありました。みらい戦略プラン基本⽬標の４では、様々な分野で

積極的に最新のＡＩやデジタル技術が活用されることで、付加価値の高いサービスが生ま

れるとともに、⾏政サービスの質が向上し、発展と利便性が実現されるまちを⽬指すとあ

ります。

私は、過去、ＩＣＴとＤＸ関連の⼀般質問を４度⾏っております。最初に、令和３年９

⽉定例会で情報通信について、２度⽬の令和５年６⽉定例会では、マイナンバーカードを

利⽤した窓⼝業務の軽減化について、３度⽬の令和６年６⽉定例会では、⾃治体デジタル

トランスフォーメーション、ＤＸの取組について、４度⽬の令和７年９⽉定例会では、地

域医療ネットワークシステムの導⼊について、以上であります。

今回は、総括的な意味合いも含めて、以下の４点について伺います。

（１）ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の認識について。

（２）⾏政内部の効率化について。

（３）住⺠サービス向上との関係について。

（４）財政運営への効果について。

○議⻑（沓掛義範） １、ＩＣＴ・ＡＩを活⽤したＤＸによる⾏財政改⾰については、総

務課⻑より答弁があります。

奥下総務課⻑。

〔総務課⻑ 登壇〕

◎総務課⻑（奥下晋⼆） ＩＣＴ・ＡＩを活⽤したＤＸによる⾏財政改⾰についてのご質

問にお答えいたします。

⾏政におけるＤＸとは、⾏政サービスや業務のデジタル化を進めることで、効率化や利

便性の向上を図り、市⺠の皆様によりよいサービスを提供する取組であると考えています。

⾏政内部の効率化につきましては、ＲＰＡやＡＩ－ＯＣＲによる定型業務の⾃動化、電

⼦決裁や⽂書等のデジタル化、⾏政⼿続のオンライン化に加え、⾃治体標準化システムの

導⼊に伴う業務フローの⾒直しに取り組んでおり、今後は、⽣成ＡＩの活⽤も進めてまい

ります。
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住⺠サービス向上との関係につきましては、オンライン申請の拡⼤により、来庁せずに

転⼊・転出の⼿続きが可能となるなど、利便性の着実な向上が図られています。加えて、

本庁・⽀所における窓⼝証明書等のキャッシュレス納付の導⼊や⾏政⼿続のオンライン化

に併せ、税⾦等のオンライン納付についても24時間対応の実現に取り組んでいます。今

後も、市⺠⽬線を重視し、誰もが利⽤しやすい⾏政サービスの実現に努めてまいります。

財政運営への効果につきましては、業務効率化による⼈件費や時間外勤務の縮減、紙や

印刷などの事務経費の削減、自治体標準化システムを活用した外部機関とのシステム連携

による効率化などが期待されます。

今後も、ＩＣＴやＡＩを効果的に活用し、費用対効果を十分に検証しながら、持続可能

な⾏政デジタル化の推進に努めてまいります。

〔総務課⻑ 降壇〕

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） それでは、再質問いたします。

国内で唯⼀、本市と友好交流協定を締結している台東区ですが、マイナンバー⼊り住⺠

票のコンビニ交付が可能となった令和８年１⽉13⽇から５⽉31⽇までの期間限定で、コ

ンビニ交付のさらなる利⽤促進と窓⼝の負担軽減を図るため、コンビニや庁舎１階にある

キオスク端末を利⽤しての住⺠票の写し等の発⾏料を10円で提供しています。本市庁舎

にも設置するように何度もお願いしたキオスク端末です。

この件はご存じでしょうか。また、本市のコンビニを利⽤した住⺠票等の発⾏割合はど

れぐらいでしょうか、お聞きします。

○議⻑（沓掛義範） 河野市⺠⽣活課⻑。

◎市⺠⽣活課⻑（河野康博） 台東区のコンビニ交付に関する施策につきましては、ホー

ムページで確認をしているところです。

本市のコンビニ交付の状況につきまして、市⺠⽣活課所管の各種証明書の発⾏実績は、

令和６年度3,169件、発⾏割合は12.06％となっています。また、令和８年１⽉末現在の

実績では3,021件、14.84％となっており、現時点で2.78ポイントの伸びとなっておりま

す。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 分かりました。できるだけ利⽤促進に努めていただきたいと思いま

す。

次に、⼤分県では新年度にデジタル化推進策を打ち出しており、市町村が⺠間の専⾨⼈

材を招くための財政⽀援が含まれています。また、県と市町村で共同利⽤する情報セキュ

リティー対策の⾼度化も予算に上がっております。

本市でデジタル業務を担う担当職員は何人ですか。専門人材の確保についてはどのよう

にお考えですか、お伺いします。
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○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） 本市におけるデジタル業務を担当している職員ですが、総務課

情報推進係の４名となっております。また、専門人材の採用につきましては、厳しい状況

でありますけれども、今後、県が主催するデジタル人材育成事業等の研修に参加し、各課

等のＤＸに資する手法等を学びながら、実務として実践できるデジタル人材の育成に努め

てまいります。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） よろしくお願いします。

次に、デジタル庁や総務省が⽰しているＤＸは、単なるデジタル化ではなく、業務その

ものの変革であります。

本市では、ＤＸの導⼊により廃⽌した業務、あるいは⼿続⾃体を簡素化した例はありま

すか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） ＤＸの導⼊により廃⽌した業務はありませんが、市⺠の⼿続が

簡素化された例としましては、電⼦申請の導⼊により、上下⽔道の開始・停⽌の処理、⽝

の管理届出、そしてケーブルテレビの中⽌・再開⼿続などが挙げられます。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

業務効率化について、どれくらいの業務削減を⽬標としていますか。また、時間外勤務

の削減をどの程度⽬指していますか。その効果額を⼈件費換算すると幾らぐらいになりま

すか。数値⽬標と進捗管理の仕組みについて具体的なものがあれば伺います。

○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） ＤＸの導⼊によって業務の効率化が進むと考えておりますが、

具体的な業務の削減目標は設定しておりません。しかしながら、電子申請などの導入によ

って業務の効率化が図られ、職員の時間外勤務の削減などにつながるものと考えておりま

す。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） まだ始まったばかりですので、そういうものがないということです

ね。分かりました。

次に、住⺠サービス向上の検証について伺います。
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⼀例を挙げますが、本市のコミュニケーションツールであるＬＩＮＥは、タイムリーに

情報が⼊り、とても重宝しております。新年度から、市の公式ＬＩＮＥを活⽤し、オンラ

イン手続サービスを拡充する自治体もあります。

本市のＬＩＮＥの現在の登録者数は何人でしょうか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） 令和３年４⽉に市の公式ＬＩＮＥを開設しまして、同年度末の

登録者数は377⼈でしたが、令和８年２⽉末現在では2,392⼈となっております。登録者

数は年々増加しており、昨年度末からは601⼈の増加、対前年度⽐としましては34％の

増となっております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 18歳以上の本市の⼈⼝は約２万7,300⼈ですから、利⽤率はおよ

そ９％ということになります。

コミタクもＬＩＮＥを導⼊しているということでしたが、利⽤率向上のための具体策は

何かありますか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） 利⽤率向上の具体策としましてですが、４つほど説明いたしま

す。

まず、１点目として、市報ぶんごおおのに、毎月ですけれども、二次元コードを掲載し

ております。２点目としまして、転入者配布用の窓口案内時に、公式ホームページ、アプ

リ、ＳＮＳの⼆次元コードの掲載をいたしております。３点⽬としまして、公⺠館または

社会福祉協議会等で⾏っておりますスマホ教室の中で、公式ＬＩＮＥの活⽤の教室もして

いるところです。４点目として、本庁、支所、図書館のカウンターでの二次元コードを表

示した登録推進のポップを設置しております。

これら４つほどですけれども、実施しながら利⽤率の向上に現在努めているところです。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 二次元コードというのはＱＲコードですね。できたら大きいＱＲコ

ードをそのまま豊後大野市ＬＩＮＥと表示して窓口に大きく置いておくといいと思いま

す。よろしくお願いします。

次に、これまでのＤＸ関連総投資額が分かれば教えてください。

○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） ＤＸに関する予算といっても、各課にありまして、多岐に及ん

でいるために、正確な投資額というのは把握できておりませんが、標準化システム対応費
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⽤としまして、⾃治体ＤＸ対応業務委託料として令和４年度が1,626万円、令和５年度が

1,348万6,000円、令和６年度が6,852万3,000円の合計9,826万9,000円となっています。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） それでは、今後のＤＸ関連の投資予定について伺います。

単年度ではなく５年・10年スパンでの財政効果を明⽰すべきだと考えますが、具体案

があればお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） 奥下総務課⻑。

◎総務課⻑（奥下晋⼆） ＤＸ関連に係る⻑期的な費⽤や具体案につきましては、現時点

においてお示しすることは困難であります。

しかしながら、業務の効率化による時間外勤務の削減、紙や印刷などの事務経費の節減

が期待され、日々の運営コストの圧縮につながると考えております。

また、オンラインサービスの普及により、窓⼝業務の事務効率化が進むほか、市⺠サー

ビスの利便性向上が図られるものと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） ＤＸは「やっています」ではなく「変わりました」と言えるかどう

かが問われております。これからもしっかり取り組んでいただきたいと思います。

以上で、この項の質問を終わります。

○議⻑（沓掛義範） 次に、２、スポーツツーリズムについての質問を許します。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） スポーツツーリズムについてお伺いします。

2022年３⽉に豊後⼤野市スポーツ・ツーリズム推進協議会を設⽴し、⺠間団体と⾏政

が一体となり進めています。特に、三重町大原地区には、三重全天候型運動場や豊後大野

市多機能型武道場も整備され、施設は整いました。

今後の取組について以下の４点をお伺いします。

（１）豊後大野市スポーツ・ツーリズム推進協議会について。

（２）スポーツ合宿・大会誘致について。

（３）地域の交流⼈⼝拡⼤について。

（４）観光資源との連携について。

○議⻑（沓掛義範） ２、スポーツツーリズムについては、商⼯観光課⻑より答弁があり

ます。

⾼知穂商⼯観光課⻑。

〔商⼯観光課⻑ 登壇〕
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◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） それでは、スポーツツーリズムについてのご質問にお答

えいたします。

スポーツ・ツーリズム推進協議会は、スポーツ資源や観光資源を活用し、スポーツ合宿

や⼤会、イベントの誘致や開催⽀援を官⺠が連携して⾏うことを⽬的として設⽴された協

議体です。構成メンバーは、スポーツ関係団体や経済団体、観光関係団体、⾏政などとな

っています。

スポーツ合宿や大会誘致に関しては、市内に宿泊する団体に対して宿泊費の一部を助成

する取組や、市外の方が一定数参加されるスポーツ大会の主催者や参加者に対して市内の

特産品を贈呈する事業を実施しています。これらの取組により、市外からの誘客や交流⼈

口の拡大が促進されており、地域経済の活性化にも寄与しています。また、サイクルイベ

ントについては、スパークル大分と連携し、サイクルツーリズムを推進するためのイベン

トも⾏っています。

観光資源との連携につきましては、スポーツツーリズムの推進が合宿や大会参加者の滞

在による消費や利⽤料収⼊といった直接的な効果だけではなく、その滞在中に観光や交流

が⾏われることで地域づくりにも⼤きく寄与すると考えています。

今後も引き続き、スポーツツーリズムの推進による地域の魅⼒向上や交流⼈⼝の拡⼤に

よって地域経済を活性化させるために全⼒で取り組んでまいります。

〔商⼯観光課⻑ 降壇〕

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 豊後⼤野市スポーツ・ツーリズム推進協議会は、年間の誘致件数、

宿泊者数、経済効果等の数値目標を設定していますか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） スポーツツーリズムの数値⽬標につきましては、事務事

業評価で定めておりまして、スポーツ合宿の誘致活動回数と合宿者数の２つとなっており

ます。

誘致活動回数につきましては、年１回の⽬標に対し、令和５年度、令和６年度とも誘致

活動を１回実施しております。令和７年度につきましても、11⽉に旅館・ホテル組合、

観光協会、そして旅⾏代理店と連携しまして、関⻄圏の旅⾏会社等に４か所、⼤学３校に

対し、誘致活動を実施したところです。

スポーツ合宿者数につきましては、年間8,000⼈の⽬標に対し、令和５年度は7,553⼈、

令和６年度は9,666⼈となっております。

経済効果額の数値目標については、設定しておりません。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） この推進協議会についてですが、「協議する場」で終わっていませ

んか、お伺いします。
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○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） スポーツ・ツーリズム推進協議会につきましては、交流

人口の拡大、スポーツ振興による地域の魅⼒向上を⽬指しまして、会議を⾏っております。

現状は、１年間の取組を報告し、次年度の⽅針や事業などについて協議するとともに、

各団体からのご意⾒を集約し、必要に応じて予算化をして事業化に向けた取組を⾏ってお

ります。

引き続き、スポーツツーリズムの核となる協議体となるように努めてまいります。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 実際のスポーツツーリズムの事務局体制はどのようになっています

か、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 事務局につきましては、商工観光課、まちづくり推進課、

社会教育課で担っております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） スポーツツーリズムによる市内の経済効果は幾らぐらいと試算して

おりますか、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 経済効果額等につきましては、試算はしておりませんが、

市内での宿泊や昼食時のお弁当など、市経済への波及効果については生まれているものと

捉えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） それでは、１人当たりの平均滞在日数は何日ぐらいですか。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 統計として平均の滞在⽇数については把握しておりませ

んけれども、施設の利⽤申込みの状況によりますと、滞在⽇数が短い団体については２⽇

程度、⻑い団体については30⽇、約１か⽉程度滞在しております。多くの団体につきま

しては１週間程度となっております。
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○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 経済効果等を試算していないということですが、そういうものを実

績に積み上げて、⼀度、どれぐらい来ている、どれぐらい経済効果があるというのを試算

していただきたいと思います。

次に、誘致する競技種⽬を戦略的に絞っていますか、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 合宿誘致に関しましては、戦略的に誘致をしている競技

は特にありませんが、⽐較的、本市につきましては野球場が充実していることから、関⻄

圏の⼤学へは主に野球の種⽬を中⼼に誘致活動を⾏っております。

しかし、これまでの実績を申し上げますと、サッカー、テニス、バドミントンなど多く

の種⽬の選⼿が合宿に訪れております。また、最近では、吹奏楽部の合宿も多く⾏われる

ようになっております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 先ほどの嶺議員の質問でもあったんですが、４⽉２⽇、３⽇にＩＭ

Ｇアカデミーが、ＢＯＳＴＡですね、開かれます。⼀応２⽇間で450⼈ぐらい⾒込んでい

るみたいなんですが、そのように待っていても、なかなか誘致できないので、積極的に働

きかけていただきたいと思います。

スポーツツーリズムの目的は、単なる来訪ではなく、地域経済への波及が大きいと思い

ます。合宿参加者の市内での消費額は把握していますか。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 合宿される⽅の市内での消費額については、現状把握は

できておりませんけれども、飲料店組合等が⼿配します昼⾷時のお弁当であったり、⼣⾷

時の外⾷などによる市内飲⾷店の利⽤については、多い傾向にあると認識しております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 宿泊施設との情報共有はしていますか、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 「スポーツ王国ぶんごおおの」というネーミングで、ホ

ームページやパンフレットを作成しております。こちらでは、スポーツ施設の紹介だけで

はなく、宿泊施設や飲食店の情報も掲載し、合宿に訪れました際に本市を楽しんでいただ

けるような工夫もしております。
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○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 先ほども申しましたように、ＩＭＧアカデミーで参加する人の宿が

取れない。豊後⼤野市内で、宿泊施設が塞がっているということもあります。

宿泊施設の不⾜についてどのようにお考えですか、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） まずは本市の宿泊施設の現状について、合宿時であった

り、通年の観光等の宿泊状況の現状につきましては、旅館・ホテル組合等と意⾒交換を⾏

いまして、⾼校や⼤学の合宿等で使われます⻑期休暇時の利⽤状況、また年間の宿泊状況

等の把握に努めてまいりたいと考えております。

ちなみにですけれども、本市の企業⽴地促進条例では、ホテル業も助成対象としており

ますので、事業者の進出の際には、ご活用していただくように周知のほうはしてまいりた

いと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

次に、飲⾷店・観光施設へ紹介したり連れて⾏ったりする送客ですが、その消費実績は

分かりますか、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 送客や消費実績等は把握しておりませんが、宿泊施設か

らの情報によりますと、各団体の要望に応じて市内のお土産販売店や道の駅、また観光施

設等へ案内をしている状況です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 今、説明があった観光施設ですが、本市には原尻の滝や稲積水中鍾

乳洞などの観光資源があります。これらを訪れている割合等は把握しているでしょうか、

伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 観光施設への訪問割合等については、把握はできており

ませんが、スポーツ大会開催時に特産品を贈呈しますスポーツ大会等誘致・開催促進事業

において取得しましたアンケートによりますと、道の駅等へ来訪される方が多い傾向です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。
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◆５番（佐藤昭生） 大会パンフレットやウェブで観光情報等を発信していますか、お伺

いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 現在、豊後⼤野市観光協会におきまして、先ほど申し上

げましたスポーツ王国ぶんごおおのというホームページとパンフレットを作成しておりま

す。本年より多機能型武道場が供⽤開始となったことから、新たなパンフレットとホーム

ページの更新作業を⾏っている最中です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

次に、交流⼈⼝の波及効果について伺います。

市⺠との交流イベント等の実績はありますか、伺います。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 合宿に訪れた⾼校や⼤学等には、地域交流イベントの実

施をアプローチしておりますけれども、そういった学校につきましては、各種大会や、大

学等でいえば年間のリーグ戦で戦うためのチームづくりを⽬的として合宿されていること

から、可能な範囲でお願いをしているところです。

ちなみに、その中でも、昨年は韓国の⾼校野球チームが合宿されましたが、職域・クラ

ブ駅伝競⾛⼤会にご参加するなどの交流実績はあります。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

では、最後に、スポーツツーリズムは理念ではなく成果が全てだと思います。数値目標、

責任主体、期限設定、この３点を明確にしなければ、形だけの取組に終わりかねません。

市として本気で交流⼈⼝拡⼤に取り組むのか、具体的な数値と⼯程表を⽰す必要がある

と思いますが、いかがでしょうか。最後にお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） まず、数値⽬標についてですが、先ほど申し上げました

スポーツ合宿者数などが⼀つの指標となってまいります。しかしながら、交流⼈⼝の拡⼤

ということを考えた場合、道の駅のレジ客数やサウナの利⽤者数など観光施策の⽬標数値

に近づけることも重要と考えますので、これを達成するための施策を総合的に展開してま

いりたいと考えております。

次に、責任の主体についてですが、スポーツツーリズムの推進に関しましては、私たち

⾏政だけではなく、地域のスポーツ団体や観光業者、さらには市⺠の皆様と連携しながら
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取り組むことが重要であります。各主体がそれぞれの役割を果たすとともに、地域全体で

協⼒体制を築き、相乗効果を⽣み出すことが重要であると考えております。

最後に、期限の設定についてでございますが、現時点では期限を設けてはおりません。

しかし、継続して合宿に訪れていただきますよう、今後もスポーツツーリズムの推進と交

流⼈⼝の拡⼤に向けて全⼒で取り組んでまいります。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） しっかり取り組んでいただきたいと思います。

以上で、この項の質問を終わります。

○議⻑（沓掛義範） 次に、３、市内各種イベントの運営体制についての質問を許します。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） 市内各種イベントの運営体制について伺います。

本市では、地域振興、観光振興、交流⼈⼝拡⼤などを⽬的として、年間を通じて市全体、

各町でも様々なイベントが開催されています。これら、市⺠にとって⼤切な交流の場であ

ると同時に、市外から人を呼び込む重要な機会でもあります。

⼀⽅で、イベントの多くは、実⾏委員会形式ではあると思いますが、⼀部、担当職員が

企画、準備、当⽇運営、さらには休⽇対応まで⾏っている場合があります。イベントを実

施すること⾃体が⽬的化し、集客や観光消費、継続的な交流⼈⼝の拡⼤に⼗分つながって

いるか、検証が必要だと感じております。

また、新聞報道等によりますと、大分県内における観光事業の健全な発展と振興並びに

地域の活性化を図るツーリズムおおいたは、新年度から組織体制の強化を⾏い、本部を県

庁に移転します。マーケティング、地域マネジメント、プロモーションの各機能を向上さ

せ、県からの出向を含め、現在より10⼈程度増やし、30⼈以上の体制にするとありまし

た。過去には本市の職員も出向していた組織であります。

そこで、以下の２点について伺います。

（１）市内各種イベントの現状について。

（２）今後の市内各種イベントの企画・運営を段階的に観光協会に委託していく考えは

ないか。

○議⻑（沓掛義範） ３、市内各種イベントの運営体制については、商⼯観光課⻑より答

弁があります。

⾼知穂商⼯観光課⻑。

〔商⼯観光課⻑ 登壇〕

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） それでは、市内各種イベントの運営体制についてのご質

問にお答えいたします。

本市では、地域振興や観光振興、市⺠交流の促進を⽬的として、年間を通じて市全体及

び各地域で様々なイベントが開催されています。イベントの運営体制については、現在、

市がイベント補助⾦を交付している20事業のうち、15件が実⾏委員会形式で実施されて
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います。そのうち８件には、実⾏委員会の構成員として担当職員が参画し、企画⽴案から

事前準備、関係機関との調整、当日の運営対応などを担っています。

観光協会への段階的な委託につきまして、観光協会は、観光振興や情報発信を専門的に

担う団体であり、⺠間的な発想や機動⼒を⽣かした事業展開が期待されています。一方で、

本市の各種イベントは、合併前から地域ごとに培われてきた歴史的背景や地域住⺠の皆様

の熱意と誇りによって支えられてきた経緯があり、そうした側面も十分に踏まえながら検

討する必要があると考えています。

イベントは、単なる観光施策にとどまらず、地域コミュニティーの維持や誇りの醸成と

いった側面も有していますので、今後も、地域の皆様と連携を図りながら、それぞれのイ

ベントの趣旨や成り⽴ちを踏まえた上で、最も効果的な体制で取り組んでまいります。

〔商⼯観光課⻑ 降壇〕

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員、再質問ありますか。

佐藤昭生議員。

◆５番（佐藤昭生） それでは、市が関与している各種イベントについて伺います。

総事業費、市の負担額、来場者数、経済波及効果等をイベントごとに把握・検証はして

いますか。また、費⽤対効果の検証はどのような基準で⾏っているのか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 市がイベント補助⾦として交付しております20の事業

につきましては、主催団体から提出されます事業報告書などを通じて、総事業費や来場者

数などについて把握しているところです。

令和６年度の実績としましては、20事業の合計で総事業費は5,387万円、市の負担額

は3,404万円、来場者数につきましては、合わせて12万3,700人でした。

一方で、経済波及効果を含めた費用対効果の検証につきましては、現時点では統一した

手法を設けて実施している状況にはありません。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 分かりました。

次に、人的負担の実態について伺います。

イベントごとに、市職員は延べ何人・何日従事していますか。また、本来業務への影響

をどのように認識していますか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 実⾏委員会に参画している市の職員につきましては、イ

ベントごとに体制が異なるため、延べ⼈数や従事している時間についての詳細な集計は⾏

っておりません。

また、本来の業務への影響についても定量的な分析は⾏っておりませんが、準備期間中
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や開催直前には⼀部職員について⼀定の事務負担が⽣じていることは認識しているところ

です。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） それぞれのイベントの⽬的は、観光振興か、市⺠交流か、地域振興

か。あるいは、全てを網羅されているかどうか。分野別あるいは網羅されているかどうか、

お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 本市内で実施されております各種イベントにつきまして

は、それぞれの成り⽴ちや⽬的を考慮すると、⼤きく３つに整理できると考えております。

１つ目は、観光誘客の要素が比較的強いイベントで、チューリップフェスタや、いぬか

い花火大会など、11事業が挙げられます。これらのイベントは、市外からの来訪者の増

加や地域の魅⼒発信を⽬的として実施されているものです。

２つ目は、地域コミュニティーの維持を主な目的とするイベントです。あさじ夏まつり、

菅尾⽯仏⽕祭りなど５事業が該当し、地域住⺠の参加を中⼼に、地域のつながりを強める

ことを目的として実施されているものです。

３つ⽬は、地域に受け継がれてきた伝統⽂化や⾏事の継承を⽬的とするイベントです。

御嶽流神楽⼤会や⼩松明⽕祭りなど４事業が、⻑年にわたり地域に根づいた⽂化や歴史を

次世代へ伝える役割を果たしているものです。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭⽣） 例年８⽉13⽇に開かれていた「らいでん祭り」があれば、市⺠参

加型という新しい枠が⼊ると思うんですけれども、ちょっとなくなって残念であります。

また新しい芽が芽⽣えて、らいでん祭りを復興してくれるとありがたいなと思っておりま

す。

次に、今後の市内各種イベントの企画・運営を段階的に観光協会に委託していく考えは

ないかの項であります。

初めに、観光協会にいきなり全面委託ではなく、第１段階として企画部分のみ委託、第

２段階として運営も含め包括委託、第３段階として⾃主事業化という段階的移⾏を検討す

る考えはないか、お伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 本市で実施されております各種イベントにつきましては、

地域コミュニティーの維持や住⺠の交流、さらには⻑年受け継がれてきた伝統⽂化の継承

など、それぞれに異なる背景や⽬的を持っております。こうした特性を考慮しますと、企

画や運営を段階的に観光協会へ移⾏していくことを前提に整理をしていくという考えは、

現時点では持っておりません。



- 14 -

⼀⽅で、観光協会が観光振興の中核的な役割を担う団体であることは⼗分認識しており

ますので、イベントの情報発信や誘客の促進など、観光分野において観光協会が強みを発

揮できる部分につきましては、引き続き連携を図っていきたいと考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 現在、市職員が担っている人件費相当分を委託費として振り替えれ

ば、観光協会の体制強化につながると考えますが、いかがでしょうか。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 市職員の⼈件費につきましては、個々の事業ごとに計上

しているものではないため、特定の事業に従事している職員の人件費をそのまま委託費に

置き換える形で整理することは難しいと考えております。

また、委託により新たな事業費が発生する場合、財政負担の在り方などについても総合

的に検討し、整理をしていく必要があると考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 委託を進める前提として、観光協会の人員体制や専門人材の確保が

必要になります。市として観光協会の体制強化をどのように位置づけているのか、お伺い

します。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。

◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 先ほど申し上げましたとおり、市内で実施されている各

種イベントにつきましては、観光振興だけではなく、地域コミュニティーの維持や歴史・

文化の継承といった側面も持っております。そのため、これらの運営を前提として観光協

会へ委託していくという考え⽅には⽴っておりません。

したがって、市としましては、観光協会の体制強化をイベント運営の受皿として位置づ

けているものではありません。しかしながら、今後も観光情報の発信や誘客に関する取組

など、それぞれの役割を踏まえ、市と観光協会が連携強化を図りながら、観光振興に取り

組んでいくことが重要であると考えております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） 最後の再質問です。

市が主催者であり続ける体制から、⺠間的発想で稼ぐ観光へ転換する時期に来ているの

ではないでしょうか。観光協会を補助対象団体から地域経営主体へ引き上げる覚悟はあり

ませんか。最後に改めてお伺いします。

○議⻑（沓掛義範） ⾼知穂商⼯観光課⻑。
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◎商⼯観光課⻑（⾼知穂史郎） 本市における観光につきましては、都市部などの観光地

とは異なり、地域の⾃然や⽂化、そして暮らしと密接に結びついて成り⽴っているものと

考えております。そのため、⾏政や観光協会、地域団体などが、それぞれの役割を果たし

ながら、連携して取り組んでいくことが非常に重要であると考えています。

このような背景から、観光協会の在り方や役割につきましては、本市の実情を十分に考

慮しつつ、今後の観光振興策の中で適切に位置づけていく必要があります。そのためにも、

今後、観光協会や関係団体と協議を進めてまいりたいと思っております。

○議⻑（沓掛義範） 佐藤昭⽣議員。

◆５番（佐藤昭生） しっかり協議をしていただきたいと思います。

以上で全ての質問を終わります。ありがとうございました。


